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福岡地域戦略推進協議会（FDC）とは 

福岡都市圏の成長戦略を策定から推進まで一貫して行うシンク＆ドゥタンク 

 

達成すべきこと 

 国際競争力の強化による福岡都市圏の持続的な成長 

 域内総生産＝営業利益＋人件費＋減価償却費＋賃借料＋租税公課＋特許使用料 

 

2011年4月設立 

 

民官の資金・人材拠出（2014年度予算） 

 企業 約2千万円 ＋出向者4名 

 自治体 約4千万円 

 その他 約2千万円 

 

93の会員（2014年10月30日現在） 

 正会員 67 

 特別会員   6 

 賛助会員 20 

 世界的な英知を結集する実務専門家集団 

3 （注）福岡都市圏広域行政推進協議会の対象エリア 

福岡都市圏＝広域行政圏 
（9市8町） 
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設立の背景 

世界の地域づくり 

国際地域ベンチマーク協議会(IRBC) 

 各地域の国際競争力を高めること
を目的に、指標やまちづくり成功
例の共有を行っている国際ネット
ワーク。 

 産学官の実行委員会により、2010

年の年次総会を福岡で開催。 

日本の新しい公共 

官民連携主体による地域づくり推進
事業 

 法的支援制度の構築を行う上で、国
の対等なパートナーとして選定（国
交省2011～2012年度） 

 「官」の「縦割り」、「横割り」
の制約や「民」の政策決定過程へ
の関与の弱さを克服 

 地域の「官」と「民」が連携し、
自発的に地域の活性化を進めるこ
とが必要 

 「官民連携主体」が地域戦略の策
定段階から実施に至るまで一貫し
て関与することができるよう、国
による支援制度の構築を行う 
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設立趣意（抜粋） 

 プラットフォームの基本的な考え方 

 

世界各地からの多様な人材 

 福岡の活力を維持強化していくためには…、地域経済をグローバル化していくことが必要である。…世界各
地から多様な人材を惹き付けることが起点となる。そして、国際的なビジネスを展開する人々が臨界を越え
て集まり、地域の中核となって人材の誘致、既存産業の進化、新たな雇用創造といった内発的な成長に繋げ
ていく戦略が必要である。 

公共的かつ機動的な体制 

 産学官民が一体となった公共的な場（プラットフォーム）において、地域のリーダーシップの下に世界的な
英知を結集していくために、戦略の策定から実施までを一貫して行う社会的な実務専門家（プロフェッショ
ナル）集団を置く体制づくりである。 

責任ある参画と戦略の実行 

 私達は、責任を持ってこの場に参画し、個々の利害を越えて全体最適の視点から、徹底した地域診断を踏ま
えて戦略オプションを抽出し、優先順位を付けた上で、相互に連携しつつスピード感を持って戦略を実行し
ていく。そして、私達は、一つでも多くの関係者がこの場に参画し、福岡の発展のために協働していくこと
を希求する。 

九州、日本、世界への貢献 

 地域に蓄積された戦略の企画推進力を他地域に水平展開することで、九州全体の一体的な発展、ひいては日
本全体の成長に繋げていくことが可能である。そして、…、人材を起点とした新しい地域成長モデルを福岡
から世界へと発信することで、人類全体の発展に貢献することを目指すものである。 
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特徴1/4 戦略を立案し実行する主体である 

会員は、当事者として、責任を持って参画している。 
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特徴2/4 世界と共に情勢を認識し戦略を組み立てている 

継続的に域外地域のキーパーソンと協働している。 
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特徴3/4 民間活力の投入と 公共政策の担保が連動している 

戦略の主な要素が、福岡市マスタープランに位置づけられている。 

8 

福岡市マスタープラン 

福岡都市圏の 
成長戦略 

①「生活の質の向上」と「都市の成長」 

  の好循環を創り出す 

 

 

 

②福岡都市圏全体として発展し、 

  広域的な役割を担う 

地域 人材 ＭＩＣＥ 
都心 

スタート 
アップ 

８つの重点産業分野 
× 

８つのビジネス基盤 

人材 ＭＩＣＥ 都心 

都市経営の基本戦略 
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特徴4/4 福岡の市民力を成長の源泉に位置づけている 

産学官連携に留まらず、社会の課題を解決するビジネスを創造する。 
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国からも地域活性化のモデルとされている 1/2 

 経済財政諮問会議にて 有識者議員が地域の協議会の強化を提言した 

10 © 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council 



国からも地域活性化のモデルとされている 2/2 

 日本再興戦略を中長期的な発展につなげるための専門調査会にて、 
地域産業形成の事例として紹介された。 

11 

出所： 内閣府 第１回 地域の未来ワーキング・グループ 資料６ 
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徹底した地域診断 

現実を冷徹に認識しつつ、攻めの姿勢と実現性のある地域戦略を検討 

12 

 

    

機会 脅威 

アジアの成長 

九州の統合深化 

人口減少 

東日本大震災 

世界経済危機 

日本の国際競争力低下 

強

み 

東アジアの中心という
戦略的な位置 

高い暮らしの質 

九州における中枢性 

アジアの成長と共に
ビジネス拠点として
成長             

多様な人材にとって住
みやすく働きやすい環
境づくり 

弱

み 

低い社会的多様性 

断片化したリーダーシ
ップ 

産学官民パートナー
シップによるスピー
ドと責任ある推進 

内需型産業の革新によ
る雇用基盤の維持 
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地域戦略 

 交流の活性化により 質を重視した成長をはかる 

1. 域外に向けて挑戦する環境をつくる 

2. 人材の多様性を強化する 

3. 革新的・創造的な交流の場をつくる 

 

13 

短期 
交流人口の増加 
（MICEなど） 

中期 

ビジネスの開発 
（社会実験など） 

長期 

移出産業の成長 
（雇用創出へ） 

将来像 
 

東アジアの 
ビジネスハブ 

 
 
 

2020 
目標 

 
GRP+2.8兆円 
雇用 +6万人 
人口 +7万人 

2011 
年度 

 
地域 
戦略 

第１期 
現在 

第２期 
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戦略テーマの絞込み 

８つの重点産業分野 

コンテンツ 

ファッション 

高等教育 

通販 

集客・交流 

食 

生活関連サービス（環境、福祉など） 

グローバル研究開発 

８つのビジネス基盤 

経済基盤 

中小企業振興 

資金調達 

人材開発 

社会実験 

街づくり 

都心 

ウォーターフロント 

交通ネットワーク 

住環境 

 
成長性 

（10年後の市場規模） 
（九州への波及効果） 

高

中

低

数億円 数十億円 数百億円

事業採算性
（勝算、実現可能性）
（担い手の見通し）

成長性
（10年後の市場規模）
（九州への波及効果）

黒＝福岡都市圏
赤＝全国（平均）

⑤高等教育の産業化
⑥デジタルコンテンツ産業
⑦ファッション産業
⑧集客・交流の産業化
⑨通販ビジネスの高度化、海外展開
⑩食の6次産業化、海外展開
⑪生活関連サービスの高度化
⑫グローバル企業・施設の誘致

⑤

⑤
⑦

⑧

⑪ ⑥
⑫
⑫

⑩
⑨

⑨
⑩

⑥⑦⑤

⑪
⑧

事業採算性 

（勝算、実現可能性） 
（担い手の見通し） 

高 

中 

低 

数億円 数十億円 数百億円 

黒＝福岡都市圏 

赤＝全国（平均） 

観光 

+270億円～  
（+1.5%/年～） 

環境 

+1,900億円～  
（+2.1%/年～） 

食 

+1,200億円～  
（+1.5%/年～） 

⑤高等教育の産業化 

⑥デジタルコンテンツ産業 

⑦ファッション産業 

⑧集客・交流の産業化 

⑨通販ビジネスの高度化 

⑩食の６次産業化、海外展開 

⑪生活関連サービスの高度化 

⑫グローバル企業・施設の誘致 

差異性 
（福岡ならではの必然性） 
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MICEを軸に、相互に連携する様々な事業を推進 

人材 
イノベーション 

食 
フード・エキスポ 

スマートシティ 
モビリティ 

都市再生 
都心 

観光 
MICE 

16の戦略テーマを踏まえ、5つの部会で事業を推進 

重点産業分野 
 コンテンツ 
 ファッション 
 高等教育 
 通販 
 集客・交流 
 食 
 生活関連サービス
（環境、福祉など） 

 グローバル研究開発 

経済基盤 
 中小企業振興 
 資金調達 
 人材開発 
 社会実験 
 
街づくり 
 都心 
 ウォーターフロント 
 交通ネットワーク 
 住環境 

16 © 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council 



 部会、コンソーシアム、事業体の三段階 

部会での開かれた検討から、有志による詳細F/Sを経て、事業の担い手が決定 

福岡地域戦略推進協議会 

事業化の基本的な流れ 

地
域
戦
略 

持
続
的
な
成
長 

コンソー 
シアム 

事業体 

コンサルなど 
実務専門家 

部会 有志チーム組成 

付
加
価
値
創
出 

＋ 

雇
用
創
出 

事務局 

事業体組成 

事業支援 

（助言、仲介＋コンサル） 

会員 

詳細なF/S 
PJの 

決定・検討 

自
主
的
な
参
画 

自
主
的
な
参
画 

政策 政策立案 
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観光部会 

 部会の目標 

1. 目的地としての九州の国際的認知の向上 

2. インバウンド・アウトバウンドの双方の交流の活性化 

3. 九州の集客交流にとっての福岡都市圏のゲートウェイ機能拡充 

 Meeting Place Fukuoka（MPF）の設立（2014年4月） 

MICEの誘致受入・企画を行う 

国内初の官民連携ワンストップ組織 
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他部会 

観光部会 
 部会長 石原進 （九経連） 
 副部会長 山下真輝（JTB） 
 PL  横山達男（西鉄/MPF） 
 PL  吉田宏幸（福岡市） 

官民連携によるMPF設立と国の政策指定 

地
域
戦
略 

DMP構築 
PT 

グローバル
MICE戦略都市 
（観光庁） 

持
続
的
な
成
長 

誘致強化 
国際化 
＋ 

ビジネス化 

コン
ソーシ
アム 

【部会員数 24】 
PCO、小売、商社、大学、運輸、旅行、
メディア、ICT、銀行、損保、空港、
ホテル、行政、経済団体など 

野
村
総
研 

IC
C
A
/ 

U
F
I 

L
L
G

A
/ 

G
u
id

e
b
o
o
k
 

九
州
観
光 

推
進
機
構 

九
州
運
輸
局 

MICE 
戦略 

 
福岡 

集客・観光戦略 
2013 

誘致・BC PT 

広域連携 PT 

（都市）WF/MICE関連施設整備 
（人材）フレンドリー福岡 
（食） Food EXPO in Kyushu 
（SC）  MICE App. 

官民連携ワンス
トップ組織を設
計し、有志が人
材・予算を確保 

官民共同での
企画提案によ
り、国内５都
市に選定 

グローバルな
視点と、九州
全体との連携
基盤を確保 
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スマートシティ部会 

 部会の目標 

1. 福岡版スマートシティ・モデルの構想および企画の確立 

2. 福岡版スマートシティ・モデルの国内外での認知の向上 

3. 九州全体での移出型の新しい環境産業の創出、集積 

 スマートモビリティWGの検討 

人流・交通流を「見える化」する、人流・交通流分析センター（仮称）の構築 

都市の活性化の実現 

データ活用・改善 

人流・交通流分析センター(仮称) 

住む人 

催し 

回遊 
購買 

来る人 

できごと 

FDC2013人の流れ調査実験 
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スマートシティ部会 
 部会長 安浦寛人（九大） 
 副部会長/PL 前田真 （九大TLO） 

多様な事業者と行政が、実証実験を経てF/Sに移行 

地
域
戦
略 

スマートモビリティ
WG 

グリーンアジア 
国際戦略総合特区 

持
続
的
な
成
長 

BtoB 
分析 

サービス 
 

交通・観光 
流通・外食 
不動産など 

 
＋ 

BtoC 
情報提供
サービス 

【部会員数 29】 
通信、放送、エネルギー、損保、建設、
運輸、ICT、銀行、商社、大学、行政
など 

福
岡V

-L
o
w

 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア 

放
送
実
験 

S
m

a
rt 

M
o
b
ility

 A
s
ia

 

九
大C

O
I/ 

伊
都U

A
P
 

S
m

a
rt C

ity
 

E
X
P
O

 

B
O

D
IK

 

福
岡
版 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想 スマートエネルギー

WG 

グローバルビジネス
／シティWG 

コンソーシアム
（設立準備会） 

事業体 

福岡市スマート 
コミュニティ 
創造協議会 

他部会 

（都市）福岡市総合交通戦略 
（人材）ー 
（食） 食の都ふくおか 
（観光）ー 

ICカード、モバ
イル通信、ICT事
業者が連携し、
行政の支援を受
けて実証実験 

ビッグデータ、
新エネルギー、
新型モビリティ
など、グローバ
ルな視点を確保 

秘密保持契
約に基づく
知財の投入 
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食部会 

 部会の目標 

1. 福岡・九州の食文化の国際的な高品質ブランド化 

2. 九州の食産業の高付加価値化と移出型への段階的な引上げ 

3. 観光や都市再生など他テーマとの相乗効果の最大化 

 フード・エキスポ in 九州 

海外70国内52のバイヤーと九州の食産業従事者143団体の商談（国内最大級） 

Food EXPO Kyushu実行委員会 
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食部会 
 部会長 中村仁彦（福岡商議所） 
 副部会長/PL 合野弘一（福岡市） 
 PL  徳島建征（トクスイ） 

九州の食のブランド化と商流最適化への実践活動 

地
域
戦
略 

ブランドコンセプト 
設定PT 

クールジャパン 
戦略 

持
続
的
な
成
長 

産業振興 
＋ 

集客交流 

【部会員数 14】 
食品、飲料、エネルギー、損保、ICT、
メディア、銀行、商社、大学、行政
など 

博
多
う
ま
か
も
ん
市 

ミ
シ
ュ
ラ
ン 

シ
ェ
フ 

イ
タ
リ
ア
見
本
市 

IR
B
C
 

F
o
o
d
 E

X
P
O

 

企
画
案 

Food EXPO 
Kyushu 
実行委員会 

福岡フードビジネス
協議会 

他部会 

（都市）水辺活性化 
（人材）ー 
（SC）  スマホアプリと通信技術 
（観光）MPF 

企業・関係者 
ネットワーク構築 

PT 

食の都 
ふくおか 
実行委員会 

国
内
外 

バ
イ
ヤ
ー 

九
州
の
食 

関
連
事
業
者 

商流の
最適化 

外
国
人
対
象 

ア
ン
ケ
ー
ト 

九州全体を
視野に多様
な食産業関
係者を糾合 

グローバル
な視野の
マーケティ
ングからブ
ランド戦略
を検討 

スマホによ
る来場者管
理・分析実
証実験 
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人材部会 

 部会の目標 

1. 多様な人材が活躍する国際的な社会づくり 

2. 質の高い雇用を創出するグローバルな企業の育成・立地 

3. 国際的なビジネス・活動に関わる市民の増加 

 イノベーション・スタジオ福岡 

多様な市民と企業の協働により、新しいビジネスを生み出すプログラム 
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人材部会 
 部会長 中村英一（福岡市） 
 副部会長 加藤暁子（西日本新聞） 
 PL  竹石明弘（Love FM） 

イノベーションの事業化からの 生態系の構築 

地
域
戦
略 

グローバルコネクト
ハブ構築PT 

福岡市 
グローバル創業・
雇用創出特区 

持
続
的
な
成
長 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
生
態
系
の
構
築

＋ 

市
民
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
開
発 

【部会員数 13】 
シンクタンク、大学、旅行、ICT、
損保、メディア、行政など 

R
e
: p

u
b
lic

 

参加企業 

試
行
事
業
参
加
者 

デ
ン
マ
ー
ク 

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

世
界
銀
行 

グ
ロ
ー
バ
ル 

コ
ネ
ク
ト
ハ
ブ 

構
想 

市民の英語能力 
発揮PT 

イノベーション 
スタジオ福岡 
運営協議会 

他部会 

（都市）イノベーションアンカー 
（SC）  ー 
（食） ー 
（観光）ー 

参加市民 

アドバイザー ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

カ
フ
ェ 

「グローバル 
創業都市・福岡」 
ビジョン（案） 

事業体 
PJ#1 

PJ#2 

国家戦略特区
PJとして推進 

市民発イノ
ベーションの
世界的な潮流
を受け海外と
の連携を構築 

多彩な専門人
材による事業
化支援と、多
数の企業のコ
ミットメント 

学習、啓発、
交流に留ま
らない実践
重視に転換 
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都市再生部会 

 部会の目標 

1. 経済産業活動と市民の暮らしを支える、質の高い街づくり 

2. 人、企業、投資を呼込む枠組みづくり 

3. 街づくりの移出産業化（街づくりノウハウの域外輸出） 

 都心再生戦略 

イノベーション経済のエンジンとなる都心を段階的につくる行動を開始する 
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他部会 

都市再生部会 
 部会長 橋田紘一（福岡同友会） 
 副部会長 石橋和幸（九電工） 
 副部会長 高崎繁行（西鉄） 
 副部会長 本郷譲 （JR九州） 

開発市場の創造＋事業環境の整備＋当事者の支援 

地
域
戦
略 

WF分科会 

持
続
的
な
成
長 

ビジネス基盤 
の形成 
＋ 

地域ブランド 
の形成 
＋ 

国内外高度 
人材の確保 コンソーシアム 

【部会員数 37】 
通信、設計、商社、エネルギー、運
輸、不動産、建設、ICT、医薬、銀
行、メディア、大学、行政、経済団
体など 

F
T
S
 

U
rb

a
n
 D

e
sig

n
 

欧
州
都
市 

デ
ザ
イ
ン
研
究
所 

計
量
計
画
研
究
所 

エ
リ
ア
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
団
体 

国
内
外
開
発
事

業
者
・
投
資
家 

都
心
再
生 

戦
略 

 
福岡市都市計画 
マスタープラン 

水辺活性化PT 

（観光）MICE 
（人材）イノベーションスタジオ 
（食） ー 
（SC）  モビリティ／エネルギー 

天神・渡辺通分科会 

博多周辺分科会 

福岡都心地域 
都市再生 

緊急整備協議会 

 
福岡市WF地区 
再整備の方向性 

事業体 

福岡市水上公園 

活用方策募集 

福岡市MICE関連 

施設整備方針 

福岡市 

総合交通戦略 

先導的 
官民連携 
支援事業 
（国交省） 

シティセールス 
（国交省） 

グローバルな
知見を確保す
るための共同
検討を推進 

民間活力の投
入と公共政策
の担保を並行
して検討 

国の政策と連携しながら、 

都市計画行政を支援 

 
福岡市臨港地区 
分区条例の改正 

ミズベリング 
（国交省） 
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国家戦略特区 

事業の発掘、および規制緩和及び支援策に関する意見提出 

部会長 

特区PT 

特区事業体 

部会 

部会長 

会長 

特定事業者 

民
間
事
業
者
（
単
独
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
い
ず
れ
も
可
） 

FDC会長 特区大臣 市長 知事 

スタート 
アップ 
支援部会 

MICE 
ビジネス 
部会 

グローバル 
環境部会 

市長 
（本部長） 

意見・提案 
（規制緩和・支援策など） 

グループ代表者の 
参画／追加参画 

福岡市国家戦略特区推進本部 福岡地域戦略推進協議会（FDC） 

行政機関長 

幹事会 

福岡市国家戦略特別区域会議 

相談 
意見・提案 

情報提供 

連携 

意見・提案 
（規制緩和・支援策など） 

サポート 
①～③ 

設置届け出 
意見・提案 
（規制緩和・支援策など） 

コンソーシアム 

特区を活用 
したい場合 参画 

特区PJ 

特区事業体 事業体 

事務局 

部会 

国家戦略特区 
コンソーシアム 

報
告 

確
認 
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他部会 

区域会議（第2回） 
 内閣府特命担当大臣 
 福岡市長 
 FDC会長 
--------------------------- 
 内閣府副大臣（2名） 
 国家戦略特区WG委員 

共同提案者として 事業発掘と規制緩和提案 

地
域
戦
略 

持
続
的
な
成
長 

創
業
等
の
支
援
に
よ
る
開
業
率
の
向
上 

＋ 
 M

IC
E

の
誘
致
等
を
通
じ
た 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進 

及
び
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
創
出 

F
D

C

会
員 

 
福岡市 
国家戦略 

特別区域計画 

（観光）MICE道路占用 
（都市）航空法高さ制限 
（人材）イノベーションスタジオ 
（食） ー 
（SC）  ー 

福岡市 
グローバル創業・
雇用創出特区 

「グローバル 

創業都市・福岡」 
ビジョン（案） 

共同 
提案 指定 PJ協議 事業体 

民
間
事
業
者 

官民連携
の実績を
踏まえた
共同提案 

民間活力の
投入と連動
する規制緩
和の協議 

事業化に関する
相談窓口 

民間活力の投入
と連動する政策

検討 
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1. FDCと地域戦略の概要 

2. 事業推進における活用例 

3. 成果と展望 
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成果1/3 協働の基盤を発展させてきた 

会員の増加 

主に、域外企業が増加 

 36→93（設立時→10月30日現在） 

 うち、正会員23→67／特別会員6→6／賛助会員7→20 

市民理解の促進 

フォーラムなど 

メディア発信 

 新聞、テレビ、雑誌、web、Facebookなど 

 

政府からの評価 

内閣府経済財政諮問会議「地域経済再生の司令塔」 

 グローバル創業・雇用創出特区（福岡市と共同提案） 

 グローバルMICE戦略都市（福岡市） 

 その他、各省庁との連携 

国家戦略特区に指定された６地域 
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成果2/3 域外へのワンストップ窓口を確立してきた 

日本政府 
 内閣官房、内閣府、総務省、財務省、経済産業省、国土交通省 

外国の政府・自治体・国際機関など 
 フランス 

 デンマーク 

 スペイン 

 シンガポール 

 オランダ 

 オーストラリア 

 スウェーデン 

 インド 

国際地域ベンチマーク協議会（IRBC） 

国際社会実験（Citymart / LLGA）、国連ハビタット、世界銀行 
 

対内投資受入支援 

デベロッパー、ファンド、銀行、企業R&D部門など 

域外企業へのビジネス開発支援 

イノベーション・スタジオへの参画 

複数の企業からの打診 
イノベーション・スタジオ福岡のパートナー企業 
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成果3/3 事業体の目論見を検討してきた 

地域戦略の策定 

部会の設置・運営 

 

政策への反映 

福岡市 

 基本計画 

 集客・観光戦略 

 都市計画マスタープラン／都市交通基本計画 

国家戦略特区 

規制緩和 

構築物の用途制限の緩和（臨港地区条例改正） 

事業体の目論見  

Meeting Place Fukuoka（福岡観光コンベンションビューロー） 

ウォーターフロント再整備（福岡市） 

MICE関連施設整備（福岡市） 

福岡市資料 

福岡市資料 
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今後の展望 

第２期（2014年度～2016年度）事業方針 

実行「ドゥ」に焦点を移し、設立趣意と地域戦略を引続き推進し、 

世界に選ばれる福岡の価値をつくる 

 

 事業化 

 目論見に基づき事業体を組成し、事業を軌道に乗せる支援を行う。 

 有志のメンバーがプロジェクトの事業性検討を実施する「コンソーシアム」の
組成・活動を支援する。 

 

 広域化 

 福岡都市圏の自治体の参画を促す。 

 九州全体に成果を波及させていくための関係者連携の強化を図る。 

 

 法人化 

 事業推進力の強化に資する法人化について継続検討する。 
プラットフォームの一般社団法人化 

金融機能を備えた事業支援会社の組成など 
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2020年の世界 

世界地図に載る福岡 

 FDC戦略目標の達成へ 

GRP +2.8兆円、雇用+6万人、人口+7万人 
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FUKUOKA 

Credit: NASA Earth Observatory/NOAA NGDC 


